
か
ば
さ
わ 

な
お
ず
み

昭
和
46
年
12
月
3
日
生
ま
れ（
46
歳
）

平
成
2
年  

新
潟
県
立
長
岡
大
手
高
等
学
校
卒
業

 

　
　
　
　

 
見
附
仏
具
販
売
入
社（
自
営
）

 

　
　
　
　

 
傍
ら 
某
F
M
ラ
ジ
オ
局
イ
ベ
ン
ト
D
J・番
組
制
作 

等

平
成
21
年  

見
附
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

上
北
谷
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

団
長

平
成
29
年  

見
附
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
会 

会
長

平
成
30
年  

N
P
O
法
人
見
附
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会 

理
事

 

　
　
　
　

 

見
附
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

副
本
部
長

プロフィール

よ
り
よ
い
見
附
市
、

       

新
た
な
見
附
市
の
た
め
に
！

よ
り
よ
い
見
附
市
、

       

新
た
な
見
附
市
の
た
め
に
！

スポーツ・
文化の
推進・振興

地域経済
産業の
活性化

安心・安全な
生活に密着した
住環境の整備

人口減少
対策

社会福祉の
充 実
・子育て
・教　育
・医　療

市
民
を
つ
な
ぎ

み
ん
な
で
作
る
見
附
市
に

さ
の 

も
と
や
す

生
年
月
日
／
一
九
六
六
年
一
月
五
日 

新
町
生
ま
れ

一
九
八
四
年
三
月 

県
立
長
岡
高
等
学
校
卒

一
九
八
九
年
三
月 

青
山
学
院
大
学
経
済
学
部
卒

一
九
八
九
年
四
月 

伊
藤
萬（
現
日
鉄
住
金
物
産
）入
社

一
九
九
六
年
四
月 

丸
正
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
入
社

一
九
九
九
年
七
月 

七
代
目
社
長
に
就
任

二
〇
〇
五
年 

見
附
商
工
会
青
年
部
部
長
務
め
る

〈
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
私
は
始
め
ま
す
〉

8つの未来を目指します!
地域産業の活性化で
仕事づくり、雇用づくり
まちなか商店街活性化

子供は見附の宝、教育の充実子供は見附の宝、教育の充実
幅広いスポーツの振興と
スポーツ教育の充実

子育て支援
市立病院の充実で
住み良いまちづくり

地域介護の仕組みづくり
空き家の再利用で
安全安心なまちづくり

政
治
は
市
民
の

　
幸
せ
の
た
め
に
あ
る

◉プロフィール

市民とともに確かな未来へ!

まちづくり・ひとづくり・しごとづくり

市民一人ひとりの御意見、御要望を真摯に受け止め、

皆様の声を市政にしっかりと届ける様に、一生懸命

務めて参ります。

さ
の 

も
と
や
す

生
年
月
日
／
一
九
六
六
年
一
月
五
日 

新
町
生
ま
れ

一
九
八
四
年
三
月 

県
立
長
岡
高
等
学
校
卒

一
九
八
九
年
三
月 

青
山
学
院
大
学
経
済
学
部
卒

一
九
八
九
年
四
月 

伊
藤
萬（
現
日
鉄
住
金
物
産
）入
社

一
九
九
六
年
四
月 

丸
正
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
入
社

一
九
九
九
年
七
月 

七
代
目
社
長
に
就
任

二
〇
〇
五
年 

見
附
商
工
会
青
年
部
部
長
務
め
る

〈
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
私
は
始
め
ま
す
〉

8つの未来を目指します!
地域産業の活性化で
仕事づくり、雇用づくり

まちなか商店街活性化

子供は見附の宝、教育の充実子供は見附の宝、教育の充実

幅広いスポーツの振興と
スポーツ教育の充実

子育て支援

市立病院の充実で
住み良いまちづくり

地域介護の仕組みづくり

空き家の再利用で
安全安心なまちづくり

政
治
は
市
民
の

　
幸
せ
の
た
め
に
あ
る

◉プロフィール

市民とともに確かな未来へ!

まちづくり・ひとづくり・しごとづくり

市民一人ひとりの御意見、御要望を真摯に受け止め、
皆様の声を市政にしっかりと届ける様に、一生懸命
務めて参ります。

私
の
決
意

私
の
決
意 に

こ
や
か
に

　
く
ら
せ
る

　
ま
ち
づ
く
り

徳
永
英
明

と
く

ひ
で
あ
き

な
が

●

安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

●

農
村
部
へ
公
共
交
通
網
の
整
備

●

幹
線
排
水
路
の
整
備

●

地
場
産
物
の
地
産
地
消

●

若
人
が
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

佐さ

野の    

勇い
さ
む

　

私のめざす元気なまちづくり
一、「見附に住んでいてよかった」と実感でき、
　　　　　　若者が定住し、子どもの声が聞こえる、
　　　　　　　　　　　　元気なまちづくりを目指します。

一、地域の生活環境を守り、
　　　　　　教育や、子育て世代の支援に取り組みます。

一、見附市の歴史や文化遺産を市内外に広め、
　　　　　　交流人口を増やし地域経済を活性化し、
　　　　　　　　　　　　癒される空間をつくります。

昭和31年2月25日生まれ　62歳
三条工業高校卒（現県央工業高校）
その他
職　　　業　農業

平成13年　北谷北部区長会会長
平成14年　見附養護学校評議員
平成24年　北谷北部くさなぎコミュニティ副会長
平成26年　市議会議員当選
平成27年　県央政策研究会入会
平成28年　総務文教委員会副委員長

佐
野 

勇
の
紹
介

平成 30年 10月 21日執行

見附市選挙管理委員会

見附市議会議員一般選挙公報

投票日は10月21日㈰です
（この選挙公報の掲載順序は、くじによって決めました。）

見附市長選挙は、立候補を届け出た者が１名のみだったため、無投票となりました。

せ
き 

三さ
ぶ

郎ろ
う

新
潟
県
見
附
市
新
潟
町
一
〇
一
四
ー
乙  

生
ま
れ

昭
和
四
十
三
年
三
月

　 新
潟
県
立
三
条
高
校
卒
業

昭
和
四
十
七
年
三
月

　 日
本
大
学
卒
業

昭
和
四
十
七
年
四
月

　 北
越
製
紙
入
社

平
成
十
六
年

　 株
式
会
社
マ
ル
イ
入
社

現
在

　 見
附
市
議
会
議
員

総
務
文
教
委
員
会
委
員
長

平
成
二
十
七
〜
二
十
八
年

　 市
議
会
副
議
長

［主な経歴］

基
本
姿
勢

「
是
々
非
々
」
の
姿
勢
を
貫
き
、
予
算
化

さ
れ
る
事
業
が
「
市
民
の
た
め
」
で
あ
る

か
を
徹
底
検
証

1
．
財
政
問
題
に
勇
気
と
決
断
を
も
っ
て
臨
む
。

2
．
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
豊
か
に
し
ま
す
。

3
．
災
害
に
強
い
見
附
市
を
創
る
。（
浸
水
地
域

ゼ
ロ
を
目
指
す
）

三
重
点
方
針

子育て世代の声を市政に！
渡
辺 

み
え

わ
た
な
べ

 子育てを　　　　　　　
心から楽しめる

　　　　　　　　見附に  

見附市のお財布を正しく
　チェックします

子育て支援事業、教育政策
　に取り組みます

孤食をへらす取りくみに
　力を入れます

昭和54年11月27日生まれ 長野市出身（38歳） 
平成10年　長野清泉女学院高等学校卒業
平成14年　女子栄養大学栄養学部卒業
平成14年　明治製菓、現㈱明治で3年間勤務
平成17年　見附の㈲あわづやに嫁ぐ
平成26年　見附市議会議員に初当選

経 歴

管理栄養士

資 格

新潟県女性議員の会
新潟県栄養士会
全国若手市議会議員の会
政策県央研究会
見附市まちづくり総合会議委員
見附小学校愛育会本部役員

その他活動

子育て世代の声を市政に！

関
心
感
動
感
謝
の
心
が

　 助
け
合
う
社
会
を
生
む

みんなで投票に行きましょう

坂井としおの目標
①火の用心・自治防災組織の普及に努めます

②子どものいじめ虐待の予防と食育の普及

③健康寿命に対する取り組み方の周知

④シルバー人材センターと自治体と市民の交流を
深め、行政が一緒になり楽しく暮らせるように
勤めます。

⑤私の信念は与えられた環境において真心をこめ
て最善を尽くすことです。

坂井としお
県立見附高校卒（第１回）
葛巻鶴寿会副会長
葛巻集会所防火管理者

平成 30年 10月 21日執行

見附市選挙管理委員会

見附市議会議員一般選挙公報

投票日は10月21日㈰です

みんなで行こう。明るい選挙。 みんなで行こう。明るい選挙。 みんなで行こう。明るい選挙。

みんなで行こう。明るい選挙。 みんなで行こう。明るい選挙。

（この選挙公報の掲載順序は、くじによって決めました。）

見附市長選挙は、立候補を届け出た者が１名のみだったため、無投票となりました。


